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手　日時

●　呂場所

●

第15回宇宙開発委員会‘定例会議）

　　　議事要旨

昭和49年6月耳9日伽’

午後2時～4時

‘宇宙開発委員会会議室

3・議題・

、　．ω一技術部会報告に？いて　　”
　　（2個鉾齢間詰利用類会灘4く委員鱒3鯛

　　　　報告について

　　　　　　　　　　　　　　／

生　資料

　　委15一：1

　　　委15－2．

　　　　　　第・4回霜醗委員会開会謝講要旨
　　　　　　下和48年度ユ～2月期ロケット打上げ実験の

　　　　　　評価について∫‘i報告》　”　　　，

委し．5一弔1、SESノート癒・…一39－1一轍轄

委・5叫第9回・ケツ・ト打上膜繍告書

委・5一5．直接テ曜ジヨ回送の使用に関する原則等

　　　　　　についての参考資料

委ib」6鯨薙鰻曄にrいて
’‘参考資料1

　　聖叫スカイラブ実三三・：’

（1♪

一可一…一V一『一一「
　　　　　　　　　　　　　　　1

♂5・出席者

　　　、三四騨鱒　　・麟昌嚢
　　　　　・㌧；・・．㌦．「、・藷肇’譲

　　　説明者

　　　　宇齢三三員会技術部会第r分科会琴佐貫亦男

　　　　轍鶴灘鯛法規課長雛1　葛西義雄
　　　　前宇宙開発事業廟文書課長代理　　　　浜　田〕茂1．宏一

　　　関係省庁職員等

　　　　群三三研究趨三三醐発参騨．・山壷年登

　　　　連輸省大臣官房参事章　　　　　　’佐藻久衛

無象庁岡部母

　鄭政省電波監理局審譲官

嘘郵政省電波監理局無線通信部長

　海上保安庁総務部政務課　ノ

　東京大学宇宙航空研究所業務課

宇宙即事細沸テ碕酪
’事務局　　　　　　．，　　一

　科学技術庁研第調整局宇宙企画課長

　　　・”．　，、”　　宇宙国際課長．
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　　　6・議事要旨一　　　　　　　　　　　　　一∫　！
　　　　　　も
　　　，（1）三回忌事要旨

　　　　　　第工4画宇宙圏発委員会（定例会議）議事要旨が確認され、

　　　　　た。なお、ポストアポロ計画懇談会の今後の取i扱いについて∫

　　　　　は事務局で下竪することとされたd　　ズ　　　　　　　．

　　　　②備可罰ついて　・二’ 、1
　　　　　一佐賞亦男技術榔会第こ一分科会長外ら昭和．48年度1～2月

　　　　　期ロケソト打上げ実験の評価について、資料委15一・2、’
　■
　　　　　15－3及び15－4に基づいて報告が行われたのち、以下

　　　ノ　φ禦疑応答が行われたQ

　　　　網島3L・s二〇一7暮機打上げに除レて発生した不具合につい
』一9

@　　　　て、その原因、対策等について十分な倹討が加えられなげ

　　　　　　れば、次のステップのぜロケット打上げに：進むことに：は問．

　　　　　　題があると考える6　　　　　　　　　　噂

　　　　佐州：勢一分科会としては、宇宙開発事業団から報告された原

　　　　　　’因究明結果を二野のらえ了承し、また、ぜロケットはLS
l●・
　　　　・．平野・〃ツトと飛しょう環麟が三三て押今回生じ
　　　　　　たような木具台：は生じないとの同早業団め説明に基づき（ガ

　　　　　　．ロケ2トの打上げに進bζとは』応さしっかえないと考え

　　　　　　た。　　　　　＿　　’　．　’　・’　　　　一

　　　　山県3エS一。6型ロケットは＼Nロケットの前々段階の七三用

　　　　　　ロケットであるので、改めて同じ打上げ実験は行わずNロ，

　　　　．．州の前段階に撮る糊卿ケ1ツ鷹野な，
　　　　　　実験を行うというごとであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　‘3）・

　　八四3。大きなプロジェクトにおいて嵐、部分的な不具合発生によ

　　　　り計画全体が修軍さ粋ることはよく縫験されみことである。

、　　　目的達成歪急ぐあまり途中の界チップをおろそかにすること

　　　　めないよう十分留意すべきである。。

　　斎藤：東京大学ではMロケットの囲発の除にLロケットを用いて

　　　　サブシステムの謹験を行っていうが、小型のLlbケゾトにMじ

　　　．ロケットのツステムを採用ナるたあ種々陶題が発生し、むし

　　　　邸・ケヅゆ黙め方趨硬ことがあや・今即不具合

　　　　にもζのような要因があるξ考えられる。・

　　山県：当委員会はζ宇宙醐発事業団がその業務を進める上で生・く

　　　　じた稿1題に対して、直接参考意見を述べることが可能である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　か。、

　　箏務局：可能である。

妹3糊解ついては鹸員会とトて了解するとどξし・今後’．

　　　　②対策等に二）いては当委員会で検討を行うこととする。

　　佐貫吟後・くのよ微不具合が隼じないよう・信灘灘のか

　　　　策を早急に嘗てる必要があると考える。’

　（3＞国連宇宙空間平和利用委員会法律小委員会第15会期報告につ

　　・いて
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　　　　1958年
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1961年

1964年

197ユ年

ニューWャージー州生山

コゆ三訂絋勘リフォ鵬アエ零斗大戦
』物理学を学ぶ㌦　』　、　　㌦　∫

’海軍軍需品部

バーーバード大学研究員．　　　　　　　　　　・

プリンストン大学肋手のち講師　　　　1

カリフオルニ’ア工科大学助手

　　　　　　ニ
カリフォルニア大学講師

．ヒューズ・：エアクラフ渉社電子事三部噌一一

理論解析研究所長

．魏魏籠鰭創設し・のち・

ノ同社会長’　一　・噂　　塾　　一、　、

．ユタ大学総長　　　　一　　　．　　一

　耳ASA長官

ヤ


